










④ 透水実験まとめ

ジオグリッドの敷設条件を変化させて地盤中の透水係数の値を比較・検討した結果、今[司の実験

条件ではジオグリッドが地盤の透水性に与える影響は極めて小さいことが分かつた。また、地盤の

浸透破壊は上流側から発生する傾向がみられた。今後は、浸透路長・ジオグリッドの敷設枚数など

を変化させた実験から、さらに検討を加える予定である。

4. まとめ

補強土工法の主材料として発展してきたジオシンセティックスであるが、今回、農業水利施設の

維持管理・機能保全に関して、特にパイフラインやため池などの改修・史-新を対象に、ジオシンセ

ティックスを利活用した各種新技術の研究開発状況について紹介させていただ、いた。

最近、食の安全・安心の観点から特に注fIされてきた我が国の食糧自給率の低さなど、日本の食

料・農業問題は多大な課題を抱えているが、ジオシンセティッケスが低コストでかつ耐震性の向い

安全な農業水利施設の更新技術のーっとしてさらに発展できるよう、現場のニーズ、に合った研究開

発に傾注できればと与えている。

なお、パイプライン山管部のスラスト防護 u.tに関する研究ならび、にため池洪水吐の振動台実験
に関しては、農村 L学研究所土質研究宅との共同研究として実施されたものである。
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